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株 主 の 皆 様 へ

株主の皆様には、平素は格別のご支援を賜り、厚くお礼
申しあげます。

さて、当社は2018年９月30日をもって第82期（2018
年４月１日から2019年３月31日まで）の前半を終了い
たしましたので、ここに上半期の概況についてご報告申
しあげます。

当上半期におけるわが国経済は、企業収益が堅調に改
善するなかで、設備投資は潤沢なキャッシュ・フローのも
とで増加基調を維持し、雇用や所得水準の改善傾向の持
続により個人消費が底堅く推移するなど、景気は緩やか
に回復を続けております。

建設業界におきましては、住宅建設は概ね横ばいとな
っているものの、企業の建設投資は緩やかながら増加し
ているほか、公共投資も引き続き高水準にあり、事業環境
は良好な状況にあります。

当社グループはこのような状況のもと、2018年3月に
策定した①建設工事請負事業の維持・拡大、②新たな事業

連結業績ハイライト
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の創出、③他社との戦略的連携を戦略の柱とする『熊谷組
グループ　中期経営計画（2018～2020年度）～成長への
挑戦～』にグループ一丸となって取り組み、さらなる成長
に向けて挑戦しているところであります。

当上半期の当社グループの連結業績につきましては、
売上高は、前年同期比2.7%増の1,724億円となりました。

利益は、売上総利益は増加したものの、販売費及び一般
管理費の増加により、営業利益は同7.5％減の82億円、経
常利益は同7.2％減の81億円となりました。また、親会社
株主に帰属する四半期純利益は法人税等22億円などを加
減算し、同25.5％減の44億円となりました。

今後のわが国経済は、中国をはじめとするアジア新興
国等の経済の減速、米国の貿易政策に端を発する貿易摩
擦の激化、国内で相次いで発生する自然災害などがリス
クとして存在しますが、雇用・所得環境の改善が続くなか
で各種政策の効果もあり、景気は引き続き緩やかに回復
していくことが期待されます。

建設業界におきましては、企業の建設投資は企業収益

の改善や成長分野への対応等を背景に増加を続け、住宅
投資も消費税増税による駆け込み需要により微増に転じ
ることが予測されており、また公共投資も前年度補正予
算や今年度予算に「防災・減災対策、インフラ老朽化への
対応」などの公共事業関連費が多く盛り込まれるなど、事
業環境は引き続き良好な状況で推移すると思われます。
一方で建設技術者・技能者不足の進行やコスト高といっ
たリスクには引き続き留意する必要があります。

このような状況のもと、当社グループは2017年11月
に、5年後の連結売上高5,000億円・連結営業利益500億
円を目指した中長期経営方針を定めるとともに、本方針
に基づき、前述の『熊谷組グループ　中期経営計画（2018
～2020年度）～成長への挑戦～』を策定しました。当社グ
ループ一丸となって本計画に取り組み、持続的成長と企
業価値向上を目指してまいります。

株主の皆様におかれましては、今後ともより一層のご
理解とご支援を賜りますようお願い申しあげます。
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四半期連結財務情報（要約）

ポイント
四半期連結貸借対照表

　総資産は3,212億円と前期末に比べて124億円減少しました。
これは、受取手形・完成工事未収入金等の減少などによるものです。
また純資産はその他有価証券評価差額金の増加などにより、前期末
に比べて14億円増加の1,278億円となりました。
　自己資本比率は前期末に比べて1.9ポイント上昇し39.8％となりました。

四半期連結損益計算書
　売上高は前年同期に比べて45億円増加の1,724億円となりまし
たが、売上総利益は増加したものの、販売費及び一般管理費の増加
により経常利益は81億円となりました。親会社株主に帰属する四半
期純利益は法人税等の計上により44億円となりました。

四半期連結キャッシュ・フロー計算書
　売上債権の回収等により、営業活動は66億円の資金増加となり
ました。
　投資活動では有形固定資産の取得による支出などにより16億円の
資金減少となりました。
　財務活動では借入金の返済を進めたことや配当金の支払いなど
により52億円の資金減少となりました。
　これらの結果、現金及び現金同等物の残高は、前期末に比べて4億円
減少の1,081億円となりました。第82期第2四半期

（2018年4月1日～2018年9月30日）

売上高
172,491

売上原価
154,864

販売費及び
一般管理費
9,416

営業外収益
269
営業外費用
348

特別利益
12
特別損失
1,371

法人税、住民税
及び事業税
1,856
法人税等調整額
422

売上
総利益
17,627
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8,210

経常利益
8,131

税金等調整前
四半期純利益
6,772 四半期

純利益
4,493

親会社株主に
帰属する

四半期純利益
4,493

第82期第2四半期
（2018年9月30日現在）

第81期
（2018年3月31日現在）

負債
193,379
流動負債
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固定負債
28,154流動資産
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純資産合計
321,252

有形固定資産
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無形固定資産
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投資その他の
資産

40,297
株主資本
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その他の
包括利益
累計額
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固定負債
29,444
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39,520
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123,616
その他の
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累計額
2,758

繰延資産
132

繰延資産
107

第82期第2四半期
（2018年4月1日～2018年9月30日）

現金及び
現金同等物の
期首残高

営業活動による
キャッシュ・フロー 投資活動による

キャッシュ・フロー

108,103

△1,653

△5,287

△162

6,674

108,532

財務活動による
キャッシュ・フロー

換算差額 現金及び
現金同等物の
四半期末残高

■ 四半期連結キャッシュ・フロー計算書の状況（百万円）■ 四半期連結貸借対照表の状況 （百万円）

■ 四半期連結損益計算書の状況 （百万円）
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単体の業績について

受注高は、前年同期比39.8%増の2,407億円となりました。このうち、土木工事は906億円、建築工事は
1,501億円であり、これらの発注者別内訳は官庁12.3％、民間87.7％であります。

売上高につきましては、同3.3％増の1,360億円となりました。このうち、土木工事は488億円、建築工事は
871億円であり、これらの発注者別内訳は官庁28.7％、民間71.3％であります。

この結果、下半期への繰越高は、同40.2％増の5,281億円となりました。
利益につきましては、経常利益は73億円、四半期純利益は42億円となりました。

区　　分 82期上半期 前年同期比

受 注 高 2,407億円 （39.8％増）

売 上 高 1,360億円 （  3.3％増）

繰 越 高 5,281億円 （40.2％増）

四 半 期 純 利 益 42億円 （２１．４％減）

■ 損益の状況 ■ 受注高構成

完成工事
●上信越自動車道  観音平トンネル工事：東日本高速道路株式会社
●船明ダム下流洗掘対策工事（長期的対策）：電源開発株式会社
●サカエ理研工業株式会社  伊勢崎工場：アイデン株式会社
●クロスホテル京都：合同会社ＡＹＧ

受注工事
●日光千本木太陽光発電所建設工事：東光電気工事株式会社
●大分212号三光第3号トンネル新設工事：国土交通省
●（仮称）江東区豊洲五丁目計画新築工事：
　東急不動産株式会社・株式会社ＮＩＰＰＯ・大成有楽不動産株式会社
●地方独立行政法人くまもと県北病院機構新病院整備事業に係る設計及び施工業務：
　地方独立行政法人くまもと県北病院機構

主な受注工事及び完成工事

建築
1,501億円

62％

土木
906億円
38％

民間
55%

民間
33%

官庁
7%

官庁
5%

地方独立行政法人くまもと県北病院機構
新病院整備事業に係る設計及び施工業務

クロスホテル京都船明ダム下流洗掘対策工事（長期的対策）

（仮称）江東区豊洲五丁目計画新築工事
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TOPICS ︱トピックス︱

　2017年11月に発表した住友林業株式会社との業務・資本提携の第
1弾として、当社グループのケーアンドイー株式会社は、住友林業ホー
ムテック株式会社と建物のリニューアル・リフォーム分野で2018年5月
より協業を開始しました。
　ケーアンドイーは当社の100％子会社で、長年にわたって培ってきた
ゼネコンの技術力と総合力を活かした大規模建築リニューアル、オフィス
からホテルへのコンバージョン、マンションのリノベーション、耐震補強
工事の設計施工、設備のリニューアル工事等を得意としています。
　 また、住友林業ホームテックは、住友林業の100％子会社でリフォー
ムの専門会社です。戸建て・マンション等住宅のリフォームで培った豊富

　当社のけんせつ小町が推進している「KUMAGAI STAR PROJECT」が
日建連 第３回けんせつ小町活躍推進表彰において優秀賞を受賞しました。
　「けんせつ小町」は一般社団法人 日本建設業連合会が制定した建設
業で働くすべての女性の愛称です。同賞はけんせつ小町が活躍し
易い職場環境の実現とけんせつ小町の将来への展望を示すことを
目的とし、ひいては「建設業における働き方改革の推進」「建設業の
イメージアップ」を図るために創設されました。
　「KUMAGAI STAR PROJECT」は認定特定非営利活動法人ブリッジ

住友林業グループとの協業を開始

女性活躍推進

～建物リニューアルのワンストップサービスで
資産価値を向上～　

日建連 第3回けんせつ小町活躍推進表彰において
「KUMAGAI STAR PROJECT」が優秀賞を受賞 !

なノウハウ・技術力をもと
に、既存住宅の耐震・断熱
性能を向上させた快適な
住まい提案、「木」を活かし
た木質感あふれる内装提
案を得意としています。
　この 協 業により、RC
造の大規模物件ではケー
アンドイーが外装部分を、住友林業ホームテックが
内装部分を担当する等、両社の強みを活かした
付加価値の高い建物リニューアルが可能となり
ます。両社の技術と強みを融合し、お客様の建物の
資産価値を高める建物リニューアルを進めてまい
ります。
　当社と住友林業株式会社は業務・資本提携のもと、相互協力を加速・
発展させ、お客様の期待に応えることを通じて持続可能な社会の発展に
貢献してまいります。

エーシアジャパンと協働し、ミャンマー連邦共和国（以下、ミャンマー）で
小中学校の校舎建設に取り組む社会貢献活動であり、ESG経営の一環
として今後も継続して行く予定です。
　ミャンマーでは、教育水準を国際的なレベルに向上させるため、義務
教育の無償化、学校環境整備とともに、教員の能力向上や待遇改善を
重点事項として掲げ、教育改革に取り組んでいます。こうした政府の取り
組みの一環として、当社ではタウングー教員養成大学新築工事（バゴー
地方域タウングー市）を2016年10月に竣工させました。その一方で、
小中学校に教室が足りないため、上の学年に上がれず、日本でいう中学
課程を終えられない子供たちも数多くいるのが現状です。
　そこで当社では、このような状況に鑑み、女性社員の発案・推進により
未来ある子供たちに学ぶ機会をつくり、それぞれの人生で輝く星になって

ほしいという願いを込め、「KUMAGAI STAR PROJECT」
と名づけた学校環境整備の取り組みを2015年3月から
開始し、2016年5月、「KUMAGAI STAR PROJECT」
第1弾となる「ティライン小中学校」(タウングー市ティラ
イン村)の新校舎が完成しました。そして2018年5月、

「KUMAGAI STAR PROJECT」第２弾となる「テピュチャ
ウン小中学校」(ヤンゴン市タンリン地区)の新校舎が完成
しました。
　こういった取り組みが評価され上記の受賞に至りました。

テピュチャウン小中学校新校舎竣工式の様子
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役 員 の 状 況
（2018年9月30日現在）

会 社 の 概 要
（2018年9月30日現在）

●コーポレートレポート請求先	
（メールアドレス） kabushiki@ku.kumagaigumi.co.jp　（FAX） 03-3235-5389

ご希望の方にはコーポレートレポートをお送りします
　本年8月に「熊谷組グループ コーポレートレポート2018」（A4判、63ページ）を発行しました。当社グループの「ものづくり」の取り
組み姿勢、環境、社会貢献に関する具体的事例を幅広く紹介しています。
　ご希望の方はメールまたはFAXで、「コーポレートレポート希望」と書き、送付先の郵便番号、住所、氏名を当社下記コーポレー
トレポート請求先までお知らせください。
　なお、お知らせいただいた個人情報は、コーポレートレポートの送付のみに使用させていただきます。

取締役及び監査役
取 締 役 会 長 樋 口 　 靖
取 締 役 社 長
(代表取締役) 櫻 野 泰 則
専 務 取 締 役 小 川 　 晋
専 務 取 締 役 嘉 藤 好 彦
専 務 取 締 役 小 川 嘉 明
常 務 取 締 役 日 髙 功 二

取 締 役 広 西 光 一
取 締 役 湯 本  壬喜枝
常 勤 監 査 役 小 西 純 治
監 査 役 垣 見 　 隆
監 査 役 鮎 川 眞 昭
監 査 役 佐 藤 　 建

（注） 取締役広西光一及び湯本壬喜枝の両氏は社外取締役、監査役垣見隆及び鮎川
眞昭の両氏は社外監査役であります。

創　　業 明治31年１月

設　　立 昭和13年１月

資 本 金 301億851万615円

従業員数 2,523名

執行役員
※ 執行役員社長 櫻 野 泰 則

執行役員副社長 髙 嶋 正 彦
執行役員副社長 渋 川 　 智

※ 専務執行役員 小 川 　 晋
※ 専務執行役員 嘉 藤 好 彦
※ 専務執行役員 小 川 嘉 明
※ 常務執行役員 日 髙 功 二

常務執行役員 山 崎 　 晶
常務執行役員 飯 田 　 宏
常務執行役員 岸 　 研 司
常務執行役員 上 田 　 真
常務執行役員 大 野 雅 紀

（注）※印は取締役兼務であります。

常務執行役員 岡 市 光 司
執 行 役 員 大 島 邦 彦
執 行 役 員 石 澤 正 通
執 行 役 員 梶 山 雅 生
執 行 役 員 星 　 国 人
執 行 役 員 住 吉 德 夫
執 行 役 員 築 田 秀 之
執 行 役 員 永 田 尚 人
執 行 役 員 柏 原 貴 彦
執 行 役 員 川 村 和 彦
執 行 役 員 渡 辺 裕 之
執 行 役 員 山 下 雅 人

主要な営業所
本 店
福井市大手3丁目2番1号
〒910-0005 TEL（0776）21-2700

東 京 本 社
東京都新宿区津久戸町2番1号
〒162-8557 TEL（03）3260-2111

北海道支店
札幌市中央区南1条西6丁目11番地
〒060-0061 TEL（011）261-7271

東 北 支 店
仙台市青葉区上杉5丁目3番36号
〒980-0011 TEL（022）262-2811

首都圏支店
東京都新宿区津久戸町2番1号
〒162-8557 TEL（03）3260-4750

名古屋支店
名古屋市中区栄4丁目3番26号
〒460-8402 TEL（052）238-3011

技術研究所
つくば市鬼ヶ窪1043番地
〒300-2651 TEL（029）847-7501

北 陸 支 店
金沢市広岡2丁目13番5号
〒920-8721 TEL（076）208-3230

関 西 支 店
大阪市西区靱本町1丁目11番7号
〒550-0004 TEL（06）6225-2226

中四国支店
広島市中区大手町4丁目6番16号
〒730-0051 TEL（082）241-3222

四 国 支 店
高松市木太町3027番地1
〒760-0080 TEL（087）862-2011

九 州 支 店
福岡市中央区渡辺通4丁目10番10号
〒810-0004 TEL（092）721-0011

国 際 支 店
東京都新宿区津久戸町2番1号
〒162-8557 TEL（03）3235-8639

海 外 拠 点
中国（香港）、台湾、ベトナム、スリランカ、ミャンマー
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株式インフォメーション

株主メモ

市区町村から通知されたマイナンバーは、株式の税務関係の
お手続きで必要となります。このため、株主様からお取引の証
券会社等へマイナンバーをお届出いただく必要がございます。
マイナンバーのお届出に関するお問い合わせ先
　●証券口座にて株式を管理されている株主様

　お取引の証券会社までお問い合わせください。
　●証券会社とお取引がない株主様

　右記の電話照会先にご連絡ください。

マイナンバー制度に関するお手続きについて

単元未満株式（100株未満の株式）をご所有の場合、その単
元未満株式数と併せて単元株式数（100株）となる株式数につ
いて、当社に買増請求をすることができます。
　●証券口座にて株式を管理されている株主様

　お取引の証券会社までお問い合わせください。
　●証券会社とお取引がない株主様

　右記の電話照会先にご連絡ください。

単元未満株式の買増請求の
お取扱いについて

配当金のお支払期限は定款の定めにより支払開始日から 
３年となっております。

支払開始日から３年以上経過した配当金については除斥 
期間を経過したものとして、ご請求いただいてもお支払する
ことができません。配当金はお支払開始後お早目にお受け取
りください。

配当金のお支払期限について

株式に関する住所変更等の
お届出及びご照会について

　●証券口座にて株式を管理されている株主様
　お取引の証券会社までお問い合わせください。

　●証券会社とお取引がない株主様
　右記の電話照会先にご連絡ください。

事 業 年 度 毎年４月１日から翌年３月31日まで
定 時 株 主 総 会 毎年6月開催
基 準 日 定時株主総会 毎年３月31日

剰余金の配当 毎年３月31日
そのほか必要あるときは、あらかじめ公告
して定めた日

株 主 名 簿 管 理 人 及 び
特別口座の口座管理機関

東京都千代田区丸の内一丁目４番１号
三井住友信託銀行株式会社

株主名簿管理人
事 務 取 扱 場 所

東京都千代田区丸の内一丁目４番１号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

（郵便物送付先） 〒168-0063
東京都杉並区和泉二丁目８番４号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

（ 電 話 照 会 先 ） 　   ®0120-782-031
（インターネット
ホームページURL）

https://www.smtb.jp/personal/agency/
index.html

公 告 の 方 法 当社のホームページに掲載します。
＜http://www.kumagaigumi.co.jp/＞
ただし、事故その他やむを得ない事由に
よって電子公告による公告をすることが
できない場合は、日本経済新聞に掲載して
行います。

上場証券取引所 東京証券取引所

表紙写真　工事名：ESR久喜ディストリビューションセンター
　　　　　発注者：ＲＷ久喜特定目的会社
　東北自動車道と首都圏中央連絡自動車道（圏央道）が交わる埼玉県久喜市の
インターチェンジ付近に地上4階建ての物流センターを建設しました。当社が
これまでに施工した物流センター
のなかでは最大規模（延床面積15
万平方メートル）となる建物で、当
社は設計・施工を担当しました。
　基礎梁部に当社オリジナル技術：
KGコラム工法を採用し、鉄骨重量
の低減、基 礎 躯 体 工 事 の 省 力 化、
掘削土量の減量化、併せて基礎梁
せい（梁の高さ）を抑えることに成
功しました。

鋼管柱（コラム）
コラム内部が
空洞の場合
梁のウェブ耐力を
構造計算上評価していない

従来設計
梁

ウェブフランジ
ダイアフラム

コラム内部に
補強部材を取り付け
ウェブ耐力を
伝達できる
構造計算上有効活用できる

柱梁交差部に十字型リブを溶接

KGコラム
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